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大町テフラ層下部層に挾まれるクリスタル･アッシュの

フィッション･トラック年代

加藤磧一*

檀原徹**

KAT0,H.andDANHAM,T.(1987)Fission-trackagesofCrysta1AshLayersinterc副ated三nthe

1owe･membe･oftheomachiTephraFo･mation,NaganoP･e胎｡tu･e,･entra1Japan･肋π

G･･ム8ω閉.ノψ祀,･･1.38(5),P.265-280.

Ab晦act;TheOmachiTephraFormation,whichisoneofthemarkertephra1ayersofpresumed

middleP1eistoceneage,i冒wide1ydistributednoton1yinthenorthemFossaMagnaregionbut釧soin

theKanto-Kδ一shin1etsu･egiOn,centra1Japan.Inthe1owe｢membe｢ofthisf0｢mation,th｢ee(0｢

£our)layersofso-ca11edCrysta1Ashareinterca1ated,whichcontainabundantbiotitegrainsthatis,

C1,C2andC3(C4)inascendingorder.Th三spaperpresentsasummaWofcharacteristicsofCryst釦

AshLayersandtheir丘ssiontrackagesusinggrainbygrainmethod.TheagesofC1,C2andC3are

O.69±O.09Ma,0.63±0.09MaandO.52±O.07Marespective1y､

1.はじめに

北都フォッサ･マグナには,中期更新世の示標テフラ

が広く分布する1そのうちの一つである大町テフラ層下

部層には,黒雲母を多量に含み,その構成粒子がほとん

ど結晶粒からなるため近年クリスタル･アッシュ1〕と称

される鍵火山灰層が3ないし4枚挟まれる.このクリス

タル･アッシュは,関東地方及び新潟地方にも追跡さ

れ,中都一北関東における有効な広域テフラの一つとみ

なされるようになった.しかし,その給源及び更に詳細

な年代については議論が分かれ,また,対比以前の問題

として記号命名法が確立されていなかったため,混乱と

無用の繁雑さを与えているのが現状である､例えば下部

大町テフラ層に挟まれるクリスタル･アッシュ最下位層

に対してAlPm,B1及びClなどの記号命名がつけられて

いる.一方中部大町テフラ層にはBスコリア,Cスコ

リア層が挟まれている(第1表).本文では,既存資料の

要約を行い,そうした混乱を軽減する一助とするととも

に,模式地におけるクリスタル･アッシュ3層に含まれ

るジルコンのフィッション･トラック年代の測定結果を

報告し,他地域のクリスタル･アッシュ相当層との対比

を検討する.

今国の年代測定は,科学技術庁の昭和60年度科学技術

振興調整費による重点基礎研究｢日本の地質総括の研究｣

申地質部榊㈱京都フィッション･トランク

i)クリスタル･アソシュは,結晶火山灰のことで普通儒司である

が,ここでは,固有名詞として大町テフラ層下都層に含まれる火山

灰に対して用いている.

の一部として行われたものである.

模式地における試料採取に関し御教示いただいた駒沢

大学百瀬貢氏及び,鉱物組成に関し資料を提供Lていた

だいた地質調査所環境地質都水野清秀氏に厚く感謝する

次第である.

2.大町テフラ層

命名小林ほか(1969)

模式地長野県大町市北東大町スキｰ場内の露頭(第

1図:東経13ブ52'10",北緯36.33'39")

分布大町付近を中心に,姫川流域,松本盆地周辺,

犀川一千曲川流域とその周辺の高位小起伏面(大峰面)

上,上田一佐久,八ケ岳山麓,秩父一飯能一八王子付近,

長野盆地一妙高山々麓一信濃川流域十日町地域にかけて

確認されており(第1表),ほぼ東西性の長軸をもつ楕円

状に分布する.仁科(1982)によれば,更に東方延長は鹿

島灘一太平洋上に達すると推定されている.

層序模式地においては,最上部鮮新統の大峰累層

やしろ

杜部層(2.0±0.2Ma～2.4±0.2Ma,加藤･佐藤,

1983;山田ほか,1985)に不整合でのる.中谷(1972)に

従えば,本層中に挟まれる軽石･スコリア層のうち,

BS｡層とDPm層(第2図)の直下を境界として,下･中

･上部テフラ層に区分される.

癩厚模式地で約i2m

癩相細一中粒,灰褐色一暗褐色火山灰層で第2図に

示されたような示標テフラ層を挟む.

対比下部テフラ層は,関東地方の多摩ロｰム層上都
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大町テフラ層下部層に挾まれるクリスタル・アッシュの

　　　　　　フィッション・トラック年代

加藤碩一＊檀原　徹＊＊

KATo，H。and　DANHARA，T．（1987）　Fission－track　ages　of　Crystal　Ash　Layers　intercalated　in　the

　　lower　member　of　the　Omachi　Tephra　Formation，Nagano　Prefヒcture，central　Japan，B認

　　08・乙3μ7∂．」α卿，v・L38（5），P。265－280，

Abstract＝　The　Omachi　Tephra　Formation，which　is　one　ofthe　marker　tephra　layers　ofpresumed

middlePleistoceneage，iswidelydistributednotonlyinthenorthemFossaMagnaregionbutalsoin
the　Kanto－K6－shin－etsu　region，central　Japan．In　the　lower　member　of　this　formation，three（or

fbur）1ayers　of　so－called　Crystε皿Ash　are　intercalated，which　contain＆bundant　biotite　grains　that　is，

C1，C2and　C3（C4）in　ascending　ordeL　This　paper　presents　a　summary　ofcharacteristics　ofCrystal

Ash　Layers　and　their　fission　track　ages　using　grain　by　grain　method，The　ages　ofC1，C2and　C3are

O．69±0．09Ma，0．63±0．09Ma　and　O．52±0，07Ma　respectively．

1．はじめに

　北部フォッサ・マグナには，中期更新世の示標テフラ

が広く分布する．そのうちの一つである大町テフラ層下

部層には，黒雲母を多量に含み，その構成粒子がほとん

ど結晶粒からなるため近年クリスタル・アッシュ1）と称

される鍵火山灰層が3ないし4枚挟まれる。このクリス

タル・アッシュは，関東地方及び新潟地方にも追跡さ

れ，中部一北関東における有効な広域テフラの一つとみ

なされるようになった．しかし，その給源及び更に詳細

な年代については議論が分かれ，また，対比以前の問題

として記号命名法が確立されていなかったため，混乱と

無用の繁雑さを与えているのが現状である．例えば下部

大町テフラ層に挟まれるクリスタル・アッシュ最下位層

に対してAIPm，B1及びC1などの記号命名がつけられて

いる．一方中部大町テフラ層にはBスコリア，Cスコ

リア層が挟まれている（第1表）．本文では，既存資料の

要約を行い，そうした混乱を軽減する一助とするととも

に，模式地におけるクリスタル・アッシュ3層に含まれ

るジルコンのフィッション・トラック年代の測定結果を

報告し，他地域のクリスタル・アッシュ相当層との対比

を検討する。

　今回の年代測定は，科学技術庁の昭和60年度科学技術

振興調整費による重点基礎研究「日本の地質総括の研究」

＊地質部　＊＊㈱京都フィッション・トラック

1）　クリスタル・アッシュは，結晶火山灰のことで普通名詞である
が，ここでは，固有名詞として大町テフラ層下部層に含まれる火山

灰に対して用いている．

の一部として行われたものである．

　模式地における試料採取に関し御教示いただいた駒沢

大学百瀬貢氏及び，鉱物組成に関し資料を提供していた

だいた地質調査所環境地質部水野清秀氏に厚く感謝する

次第である．

2．大町テフラ層

　命名　小林ほか（1969）

　模式地　長野県大町市北東大町スキー場内の露頭（第

1図：東径137052’10”，北緯36。33ダ39”）

　分布　大町付近を中心に，姫川流域，松本盆地周辺，

犀川一千曲川流域とその周辺の高位小起伏面（大峰面）

上，上田一佐久，八ケ岳山麓，秩父一飯能一八王子付近，

長野盆地一妙高山々麓一信濃川流域十日町地域にかけて

確認されており（第1表），ほぽ東西性の長軸をもつ楕円

状に分布する．仁科（1982）によれば，更に東方延長は鹿

島灘一太平洋上に達すると推定されている．

　層序　模式地においては，最上部鮮新統の大峰累層
やしろ

社部層（2．0±0．2Ma～2．4±0．2Ma，加藤・佐藤，

1983；山田ほか，1985）に不整合でのる。中谷（1972）に

従えば，本層中に挟まれる軽石・スコリア層のうち，

BS、層とDPm層（第2図）の直下を境界として，下・中

・上部テフラ層に区分される．

　層厚　模式地で約12m

　麟相　細一中粒，灰褐色一暗褐色火山灰層で第2図に

示されたような示標テフラ層を挟む．

　対比　下部テフラ層は，関東地方の多摩・一ム層上部
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一ム層上部となる.

第1図模式総括図(塩川団研,工970;中谷,1972;松本団研,

1972;町田,19η,1979;町田･新井,i979及び本論文よ

り編集)Ar3P㎜(CrC4):A浮石(クリスタル･アッシュ)

BS｡:Bスコリア(立山起源)CS｡:Cスコリア(立山起源)

DPm:D浮石(立山起源)PmI1御岳第1軽石(御岳起源)

EPm:E浮石(泣出起源)DKp1大山倉吉軽石(伯音大山起

源)HV昌:土倉火山砂(白馬乗鞍起源)

に対比されることについては各研究老の意見は一致する

が,中･上部層については検討の余地がある.中･上都

層については本論の主旨をはずれるので詳しく述べない

が,槍ケ岳北東麓においてDPmの直上にPm-I(7-9万

年前)が挟まれることが確認されている(飯島･塩川グル

ｰプ,1967),また,姫川流域一更埴地方にかけては,

下都テフラ層の最下位であるが,東北信州地域では,下

部テフラ層相当層下部にクサリ礫層が挟まれ,更にその

下位にロｰム層が存在するから,全体としては,古期口

3.クリスタル･アッシュ

命名松本盆地団研グルｰプ(1972),CrC32)

模式地長野県大町市大町スキｰ場内射撃場裏(第1

図)

分布大町テフラ層の分布にほぼ等しく,鍵層中最も

分布が広い.見掛け上の高位段丘や高位小起伏面上にの

る.

層序中期更新世のロｰム層中又は砕屑堆積物層中に

風成又は水成で挟まれる.

層厚松本盆地中央都付近に最大層厚部があり,東方

へ厚さを減少させる(仁科,1982のクリスタル･アッシ

ュ等層厚線図及び本文中の第工表参照).

層相既存の代表的研究成果を第1表に要約してお

く.模式地において採取Lた試料の定性的な鉱物組成を

次に示しておく(分析者:水野清秀).

c1:粒径1/4-1/8mmにおける全鉱物組成は,長石,

黒雲母>石英>角閃石であり,このほかごく少量の不透

明鉱物,斜方輝石,単斜輝石及びジルコンを含む.ま

た,粒径1/4皿m以上における全鉱物組成は,黒雲母,

石英,長石》角閃石である.

c2:粒径i/4-1/8mmにおける全鉱物組成は,長石>

黒雲母>石英>角閃石であり,このほかごく少量のジル

コン,斜方輝石及び不透明鉱物を含む.また,粒径1/4

mm以上における全鉱物組成は,黒雲母,石英,長石》

角閃石である.

cヨ:粒径1/4-1/8mmにおける全鉱物組成は,長石,

石英,黒雲母>角閃石であり,このほかごく少量の斜方

輝石とジルコンを含む.また,粒径1/4mm以上におけ

る全鉱物組成は,黒雲母,石英≧長石》角閃石である.

4.フィッション･トラック年代測定結果

測定試料は,模式地においてC1,C2及びC3層から採

取し(第2図),各2,0kgを処理L,自形性の良い大量の

ジルコン結晶を抽出して測定に供した.年代測定方法は,

S2πES-I2πES･ED(SUzUKI,1984),熱中性子照射量は

NBS-SRM61291assにMicaをディテクタｰとして密

着し,照射後46%HFを用い20℃で30分間エッチングし

ρdを測定Lて求めた.ジルコン結晶のエッチング条件

は,KOH:NaOH=1:工(mo1)エッチャソト,225℃,

44hOOmで,壊変定数はλf=7.03x10■i7yLlを用い

2)筆者らは,CrCヨ(C｡)を用いるが,本文中の引用では,各々原薯

考らの記号名を使用する.念のため付け加えればAlP皿=B1=C1(以

下同様である).
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第1図模式総括図（塩川団研，1970；中谷，19721松本団研，

　　　19721町田，1977，19791町田・新井，1979及び本論文よ

　　　り編集）A1－3Pm（G1－G4）：A浮石（クリスタル・アッシュ）

　　　BS、：Bスコリア（立山起源）CS。：Cスコリア（立山起源）

　　　DPm：D浮石（立山起源）　PmI：御岳第1軽石（御岳起源）

　　　EPm：E浮石（立山起源）DKp：大山倉吉軽石（伯者大山起
　　　　　　ヒジクラ　　　源）　HV、：土倉火山砂（白馬乗鞍起源）

に対比されることについては各研究者の意見は一致する

が，中・上部層については検討の余地がある．中・上部

層については本論の主旨をはずれるので詳しく述べない

が，槍ケ岳北東麓においてDPmの直上にPm－1（7－9万

年前）が挟まれることが確認されている（飯島・塩川グル

ープ，1967），また，姫川流域一更埴地方にかけては，

下部テフラ層の最下位であるが，東北信州地域では，下

部テフラ層相当層下部にクサリ礫層が挟まれ，更にその

下位に・一ム層が存在するから，全体としては，古期P

一ム層上部となる．

3．　クリスタル・アッシュ

命名　松本盆地団研グループ（1972），C1－C32）

模式地　長野県大町市大町スキー場内射撃場裏（第1

図）

　分布　大町テフラ層の分布にほぼ等しく，鍵層中最も

分布が広い．見掛け上の高位段丘や高位小起伏面上にの

る．

　層序　中期更新世の・一ム層中又は砕屑堆積物層中に

風成又は水成で挟まれる．

　層厚松本盆地中央部付近に最大層厚部があり，東方

へ厚さを減少させる（仁科，1982のクリスタル・アッシ

ュ等層厚線図及び本文中の第1表参照）．

　層相　既存の代表的研究成果を第1表に要約してお

く．模式地において採取した試料の定性的な鉱物組成を

次に示しておく（分析者：水野清秀）．

　C1：粒径1／4－1／8mmにおける全鉱物組成は，長石，

黒雲母＞石英＞角閃石であり，このほかごく少量の不透

明鉱物，斜方輝石，単斜輝石及びジルコンを含む。ま

た，粒径1／4mm以上における全鉱物組成は，黒雲母，

石英，長石》角閃石である．

　C2：粒径1／4－1／8mmにおける全鉱物組成は，長石＞

黒雲母＞石英＞角閃石であり，このほかごく少量のジル

コン，斜方輝石及び不透明鉱物を含む．また，粒径1／4

mm以上における全鉱物組成は，黒雲母，石英，長石》

角閃石である．

　C3：粒径1／4－1／8mmにおける全鉱物組成は，長石，

石英，黒雲母＞角閃石であり，このほかごく少量の斜方

輝石とジルコンを含む．また，粒径1／4mm以上におけ

る全鉱物組成は，黒雲母，石英≧長石》角閃石である。

4、フィッション・トラック年代測定結果

　測定試料は，模式地においてC1，C2及びC3層から採

取し（第2図），各2．Okgを処理し，自形性の良い大量の

ジルコン結晶を抽出して測定に供した．年代測定方法は，

S2πES－12πES・ED（SuzuKI，1984），熱中性子照尉量は

NBS－SRM612glassにMicaをディテクターとして密

着し，照射後46％HFを用い20℃で30分間エッチングし

ρdを測定して求めた．ジルコン結晶のエッチング条件

は，KOH：NaOH＝1：1（mo1）エッチャソト，225℃，

44hOOmで，壊変定数はλf＝7．03×10－17yL1を用い

2）　筆者らは，q－C3（C4）を用いるが，本文中の引用では，各々原著

者らの記号名を使用する．念のため付け加えればAIPm＝B1＝C1（以

下同様である）．

一266一
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第1表

信越地域のクリスタル･アッシュ総括表

��地層名��示標テフラ層名�特徴(主要調査地域)��層厚�年代�給源�備考

小林�ユ967�大ム層�A浮石層���黄色,黒雲母を含む粗粒浮石層,スコリア散点,八王子,飯能丘陵に�34cm(大��立山より南の�小林(1963)の対比

(国)��町○下型アフ��BP(BiotitePumice)�延びる�(大町付近)�町スキｰ場)��火山�は誤り

��1コ'�����3m(松本���多摩ロｰム層上部

��1こ�����市城山)���に狭夜

飯島･塩�1967�古口��第3黒雲母浮石層Bヨ�北信(長野付近)及び東信(上田佐久)から,関東西部(秩父･上鹿山･����(焼岳)～硫黄�古期上部ロｰム層

川グルｰ��期1��������

��上ム��第2黒雲母浮石層B｡�飯能･八王子三田)に連続する.秩父以東ではB1は確実に連続する����岳付近�は御殿峠礫層より

プ��部属��第1黒雲母浮石層Bl��が,B2Bヨは他のロｰムと混在し,特にBヨは信州でも浸食されて欠如�>ユ00cm���上位の多摩ロｰム

����(B1浮石層)�又は薄層とたる｡軌～B3中のジルコンの晶癖は信州～関東まで同一�����層に対比

�����傾向�����同ロｰム層下位に

����������クサリ礫

飯島･斎藤�1968�古��第三黒雲母浮石層Bヨ�一般に浸食されて欠如することが多いが,ここでは上位に大磯散点し��38cm��硫黄岳付近�御殿峠礫層より上

��期���不整合状�����

��口��������位の多摩ロｰム層

��1��第二黒雲母浮石層R｡�下限はカオリン化,黄褐色浮石･赤色スコリヤ散在,黒雲母目立つ黒��80cm���に対比

��ム��������

��層���褐色～茶褐色�����

����第一黒雲母浮石層Bl�斑状黒褐色～茶褐色斑状,多量の黒雲母含み,ひる石状を呈するもの��95cm���

����(B1浮石層)�を含む.(更級郡大岡村高峯寺)�����

塩川団研�ユ970�古口��黒雲母浮石層B2�酸化角閃石が多い�黒雲母･石英･角閃石を多く含む��30万�硫黄岳方面�上部多摩ロｰム層

グルｰプ��期1��������

��上ム��黒雲母浮石層R｡��粘土化の進んだ細粒浮石層��45-50万��に対比

��部属����(八ケ岳東麓)����

����黒雲母浮石層B1�時に粘性が強く,肉眼では和白砂���60万��

�����糖様,最も広範囲に分布,秩父･���(ジルコン��

�����飯能から八王子にも分布���正.T.)��

中谷�1972�大下�A3pm��黄色～黄灰色,粘土化,粒径･発泡度不明,黒雲母･長石粗粒子多量��50cm���

��可部一一�������立山火山第皿�上部多摩ロｰム層

���A2pm��に含む�����

��アア�����40cm��期前期�に対比

��三三���まれに,2～3mm大の赤褐色スコリア合む,黒雲母を除くi/8～1/16�����

��ブフ�Alpm��mm粒径の重鉱物個数比はgrHo>OP》Hy,Zi,Au,��35cm���

��層層���Cu.ie温度はA],A2Pmが39ぴC,AヨPmが42ゴC(佐久ではAi～A2�����

�����400～425℃,A3400℃��(大町スキ���

�����分布南東限は小海町柳沢(16cm層),南佐久では黄～淡黄褐色(大町��一場射撃場���

�����スキｰ場)��裏)���

松本盆地�1972�梨�ク��黒雲母,角閃石,石英,斜長石と浮石,スコリア,岩片が混在(塩尻��100��北アルプスの�松本盆地周辺で,

団研グル��ノ�リ�������

��木�ス�C3�市梨ノ木)��∫��雲の平付近�小坂田ロｰム層

一プ��口�タ��黒雲母を主とする結晶粒密集(松本盆地東縁部,八ケ岳周辺)��120cm���(最下位にPm-1

��1�ノレ�C2�美鈴湖付近では3枚(50～60cm厚)あるが,烏川流域では2枚(C2,C3,��(皿aX､)���を挟む)より古い

��ム��������

��層���1oo～120cm厚),Bi,Q工,Piがそれぞれ20～30%,Hoが10%,Hy,�����火山灰層を一括し

���ア�������

���ヅ�C1�Zi,Mgがそれぞれユ～3%,ガラスが1～3%(穂高カントリｰクラブ)�����たもので梨ノ木礫

���シ���(松本盆地)����層に整合で重なる

���ユ�������
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第1表　信越地域のクリスタル・アッシュ総括表

ま
刈

地層名 示標テフラ層名 特 徴（主要調査地域） 層厚 年代 給源 備　　　考

小　　林 1967 大ム層 A浮石層 黄色，黒雲母を含む粗粒浮石層，スコリア散点，八王子，飯能丘陵に 34cm（大 立山より南の 小林（1963）の対比
（国） 町○下

型ア
　フ
ロ　＿

BP（BiotitePumice） 延びる （大町付近） 町スキー場）

3m（松本
火山 は誤り

多摩ローム層上部
i乙 市城山） に狭在

飯島・塩 1967 古ロ 第3黒雲母浮石層B3 北信（長野付近）及び東信（上田佐久）から，関東西部（秩父・上鹿山・ （焼岳）～硫黄 古期上部・一ム層

川グルー
プ

期1

上ム
部層

第2黒雲母浮石層B2
第1黒雲母浮石層B1

飯能・八王子三田）に連続する。

が，B2B3は他のロームと混在し，

秩父以東ではB1は確実に連続する
特にB3は信州でも浸食されて欠如 ＞100cm

岳付近 は御殿峠礫層より

上位の多摩・一ム
（B1浮石層） 又は薄層となる。B1～B3中のジルコンの晶癖は信州～関東まで同一 層に対比

傾向 同・一ム層下位に

クサリ礫

飯島・斎藤 1968 古 第三黒雲母浮石層B3 一般に浸食されて欠如することが多いが，ここでは上位に大礫散点し 38cm 硫黄岳付近 御殿峠礫層より上
期
口

不整合状 位の多摩ローム層

1
ム

第二黒雲母浮石層B2 下限はカオリン化，黄褐色浮石・赤色スコリヤ散在，黒雲母目立つ黒 80cm
に対比

層 褐色～茶褐色

第一黒雲母浮石層B1 斑状黒褐色～茶褐色斑状，多量の黒雲母含み，ひる石状を呈するもの 95cm
（B1浮石層） を含む． （更級郡大岡村高峯寺）

塩川団研 1970 古ロ
期1

黒雲母浮石層B2 酸化角閃石が多い 黒雲母・石英・角閃石を多く含む 30万 硫黄岳方面 上部多摩・一ム層
グループ

上ム
部層

黒雲母浮石層B2
粘土化の進んだ細粒浮石層
（八ケ岳東麓）

45－50万
に対比

黒雲母浮石層B1 時に粘性が強く，肉眼では和白砂 60万

糖様，最も広範囲に分布，秩父・ （ジルコン

飯能から八王子にも分布 F．T．）

中　　谷 1972 大下
町部

A3Pm 黄色～黄灰色，粘土化，粒径・発泡度不明，黒雲母・長石粗粒子多量 50cm 立山火山第丑 上部多摩・一ム層

テテ
フフ

A2Pm
に含む

まれに，2～3mm大の赤褐色スコリア含む，黒雲母を除く1／8～1／16 40cm
期前期 に対比

ララ

層層
AIPm mm粒径の重鉱物個数比はgrHo＞OP》Hy，Zi，Au， 35cm

Curie温度はA1，A2Pmが390。C，
400～425℃，A3400℃

A3Pmが425。C（佐久ではA1～A2
（大町スキ

分布南東限は小海町柳沢（16cm層）， 南佐久では黄～淡黄褐色（大町 一場射撃場

スキー場）
裏）

松本盆地 1972 梨 ク 黒雲母，角閃石，石英，斜長石と浮石，スコリア，岩片が混在（塩尻 100 北アルプスの 松本盆地周辺で，

団研グル ノ リ C3 市梨ノ木） ～ 雲の平付近 小坂田・一ム層
一プ 木

口
ス
タ

黒雲母を主とする結晶粒密集（松本盆地東縁部，八ケ岳周辺） 120cm （最下位にPm－1

1 ノレ C2 美鈴湖付近では3枚（50～60cm厚）あるが，烏川流域では2枚（C2，C3， （max．） を狭む）より古い
ム 100～120cm厚），Bi，財，P1がそれぞれ20～30％，Hoが10％，Hy， 火山灰層を一括し
層 ア

ツ
C1 Zi，Mgがそれぞれ1～3％，ガラスが1～3％（穂高カントリークラブ） たもので梨ノ木礫

シ （松本盆地） 層に整合で重なる
ユ
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増
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第1表つづき

��地層名��示標テフラ層名�����特徴(主要調査地域)���層厚�年代�給源�備考

小騎ほか�1974�大下�APm������著しく風化して灰褐色,粒径･発泡度不明,肉眼的に多量の黒雲母と���10���元親ノ原画は下部

��町都一一�������粗い長石粒子含む,一枚だけ,全鉱物中の重鉱物の割合は7.8%,鉱���5���テフラから上のす

��アア�������������

��三三�������物組成は｡P(Mg)72.3%,Hyo.9%,zi0.4%,その他26.4%(1/8～1/���30cm���べての層をのせて

��ブフ�������16mm大)で,この他Biを含む(北城盆地土倉付近)������いる｡親ノ原画,

��層層�������������切久保面は上都テ

���������������フラに覆われる

小林�1975�大下�APm�����黒雲母と石英の粗粒な斑晶をもつネバダ岩的た流紋岩質軽石������槍ケ岳西方の�

(武)��里聾�������������

��アアフフ������������尾根に残存す�

��ララ������������る軽石流堆積�

��層層������������物に伴う�

松本盆地�1977�梨下�ク��浮石量�石英�黒雲母�角閃石�色調�キュリｰ�梨ノ木ではC1ま����C｡の上位に黒雲

団研グル��ノ�リ�������温度�����

��木�ス��������で水成,松本市城����母密集帯

一プ��口�タ�C3�多�少�多�少�黄褐色�42ぴC�山ではC3まで水����

��1部�ノレ��������成,穂高カソトリ����

��ム�アヅ�C2�中�少�中�中�黄褐色�42ゴC�一クラブでは3枚����

��層�･ンユ�Cl�少�多�中�少�褐色�450℃�とも風成梨ノ木礫����

�����������層の離水期は地域����

�����������で異たる����

�����������(松本盆地)����

八ケ岳団�1977�下口�Bヨ���������各�塩川団研��

研グルｰ��部1�������������

��広ム�B!���������15cm�(ユ970)��

プ��頼層�Bi����������引用��

郷原ほか�1978�広層�B｡(Cヨ)������分布は,松本盆地の烏川扇状地扇頂部と八ケ岳東北麓を結ぶ線を軸と����塩川団研��ここでは中期ロｰ

��瀬下�������������

��口部�B2(C2)������して広大な地域に分布,西南巳本内帯の基盤岩中に発生した酸性の����(ユ970)引用��ム相当(中期更新

��1�Bi(Ci)����(｡hyoliticな)火山活動を示す降下火砕流堆積物.������ただしR2��世)

��ム�����������=45分��

早津･新井�ユ980�時砕�樋海軽石層������粘土化が著しい.流紋岩質で斜長石･黒雲母･石英･角閃石･斜方輝���5���

��代岩�������������

��未層�������石･鉄鉱物･ジルコソを含む.(角閃石の屈折率(1,686-1,693)が���1���

��火�������APmのそれと一致).ジルコソの晶癖(短柱状･ずんぐり)もAPmの���15cm���

���������それに類似3枚(妙高山麓地域)������

早津･新井�1981�谷1�美1�MH-a�����黄褐色で粘土化が進み粒径不明,流紋岩質で斜長石･黒雲母,石英,���8cm�町田��

��上ム�穂ム������������

��口層�口層������角閃石,禁蘇輝石,鉄鉱物･ジルコソを含む(信濃川中流域)����(1977)引用��

����MH-b��������15cm�30万��

仁科�工982�梨�ク�C4�����黄色～黄褐色,全体がざらざらし,一部赤色浮石を含む.大部分が鉱���C2,C3>�50～�焼岳西方�カルデラ形式の爆

��ノ�リ������������

��木�ス�C3(B3)�����物の結晶粒からなる.長石,石英,黒雲母が大部分で角閃石,紫蘇輝���1m(穂高�60万�岩滝火砕流を�発による噴出機構

��口�タ�C｡(B2)�����石,磁鉄鉱,ジルコソが少量混入,黒雲母は,北アルプス山麓で3～���カソ.トリ�(推定)�噴出させた火�

���ノレ������������

��1��Cl(B])�����4mm,ひる石状に延びる.石英は丸みのあるものが多いが高温型も���一)��山活動�

��ム�������������

��層�アヅ������目立つ.穂高で3mm前後,北東に離れるほど小さくなる.一部火山���C.1.5m(青���

��他�･ンユ������ガラスも含まれる(三水).上田市東方岩清水ではCl,C2風成,C3以���木村十観���

�����上水成.�������山)���
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第1表　つづき

地層名 示標テフラ層名 特 徴 （主要調査地域） 層厚 年代 給源 備　　　考

小疇ほか 1974 大下 APm 著しく風化して灰褐色， 粒径・ 発泡度不明， 肉眼的に多量の黒雲母と 10 先親ノ原面は下部
町部 粗い長石粒子含む， 一枚だけ， 全鉱物中の重鉱物の割合は7．8％， 鉱 ～ テフラから上のす
テテ
フフ

物組成はOP（Mg）72．3％，Hy　O．9％，Zi　o．4％， その他26．4％（1／8～1／ 30cm べての層をのせて

ララ 16mm大）で， この他Biを含む （北城盆地土倉付近） いる。親ノ原面，

層層 切久保面は上部テ

フラに覆われる

小　　林 1975 大下 APm 黒雲母と石英の粗粒な斑晶をもつネバダ岩的な流紋岩質軽石 槍ケ岳西方の
（武） 町部

テテ
尾根に残存す

三z る軽石流堆積
フ　フ

層層 物に伴う

松本盆地

団研グル

1977 梨下
ノ

ク
リ
ス

浮石量 石英 黒雲母 角閃石 色調
キュリー
温　　度

梨ノ木ではC1ま
で水成，松本市城

c3の上位に黒雲
母密集帯

一プ
木
口 タ

ノレ
C3 多 少 多 少 黄褐色 420℃ 山ではC3まで水

成，穂高カントリ1部

ム ア
ヅ

C2 中 少 中 中 黄褐色 425．C 一クラブでは3枚
層

・シユ

C1 少 多 中 少 褐色 450℃
とも風成梨ノ木礫

層の離水期は地域

で異なる
（松本盆地）

八ケ岳団 1977 下ロ B3 各 塩川団研
研グルー

部1

広ム
B2 15cm （1970）

プ 頼層 B1 引　用

郷原ほか 1978 広層 B3（C3） 分布は， 松本盆地の烏川扇状地扇頂部と八ケ岳東北麓を結ぶ線を軸と 塩川団研 ここでは中期ロー
瀬下
ロ部

1

B2（C2）

B1（C1）

して広大な地域に分布，

（rhyoliticな）火山活動を示す降下火砕流堆積物．

西南日本内帯の基盤岩中に発生した酸性の （1970）引用

ただしB2

ム相当（中期更新
世）

ム ＝45分

早津・新井 1980 時砕 樋海軽石層 粘土化が著しい． 流紋岩質で斜長石 ・黒雲母・石英・角閃石・斜方輝 5
代岩
未層
火

APmのそれと一致）．

石・鉄鉱物・ジルコンを含む．

ジルコンの晶癖（短柱状・ずんぐり）もAPmの

（角閃石の屈折率（1，686－1，693）が 1
1
5
c
m

それに類似 3枚 （妙高山麓地域）

早津・新井 1981 谷i

上ム

美i
MH－a 黄褐色で粘土化が進み粒径不明， 流紋岩質で斜長石 ・黒雲母，石英， 8cm 町田

・層
穂ム
・層 MH－b

角閃石， 禁蘇輝石，鉄鉱物・ジルコンを含む （信濃川中流域）

15cm

（1977）引用

30万

仁　　科 1982 梨 ク C4 黄色～黄褐色， 全体がざらざらし， 一部赤色浮石を含む．大部分が鉱 C2，C3＞ 50～ 焼岳西方 カルデラ形式の爆

ノ
木

リ
ス

C3（B3） 物の結晶粒からなる。 長石，石英， 黒雲母が大部分で角閃石，紫蘇輝 1m（穂高 60万 岩滝火砕流を 発による噴出機構

口
タ C2（B2） 石，磁鉄鉱， ジルコ ンが少量混入， 黒雲母は， 北アルプス山麓で3～ カ　ン．ト　リ （推定） 噴出させた火

1
ノレ

C1（B1） 4mm，ひる石状に延びる． 石英は丸みのあるものが多いが高温型も 一） 山活動
ム ア

ツ
目立つ． 穂高で3mm前後，北東に離れるほど小さ くなる．一部火山 C31．5m（青

層
シ ガラスも含まれる（三水）． 上田市東方岩清水ではC1， C2風成，C3以 木村十観他
ユ 上水成． 山）
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第1表つづき

木村

花岡･豊

野団研グ

ルｰプ
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地層名

下1コ

部1

大ム

町層

バト

イロ

オ1

クム

イ層

示標テフラ層名

��㌀

���

���

��

�㌀

��

��

特徴(主要調査地域)

直下に紫灰色細粒火山灰層を伴う

2つの降下単元に分けられ,下半部は,結晶質,上半部は軽石質

最も結晶質で,中位に,灰色細粒火山灰層を挟む

三水ロｰム層(中期更新世下部,22～27m厚)上に不整合でのる暗褐

色風化火山灰(バイオタイトロｰム層)に挟まれる結晶火山灰で,黒雲

母,高温石英を含む.特に⑭!中の黒雲母,qB4中の石英が顕著で

ある.(長野盆地北都)

層厚

年代

給源

備考

(Bi:黒雲母q:石英Pl:長石Ho1普通角閃石grHo:緑色角閃石Au:普通輝石Ey:紫蘇輝石Zi:ジルコンOP(Mg):不透明鉱物(磁鉄鉱))

第2表

各試料ごとのフィッション･トラック年代値一覧表(年代値と誤差算出法はG･…,1981による)

蟹

①

自発核分裂飛跡誘導核分裂飛跡熱中性子フルエンス誤差㈱〕相関係ウラン㈱

試料名鉱物名簾

��

票腹欝禁彦s鶏

�生洲�琩�石洲�温

年代値(*2〕結晶数数榊結晶面積濃度

ρ･(･1〕熱中写線量｡･1…1､､｡｡

(n/cm2)(n/cm2)(Ma〕(Ma)(%)(粒)(cm2)(ppm)

HK-01(No.3.17.24.33除去)

HK-01(全粒子)

���

��㌀

Z五rcon

��潮

��潮

��潮

�

��

�

�

㈬��〴

㌮㌲�〴

2.28×10ヰ

2.02x10ヰ

297壬

㌸�

㈴〴

㌷�

1.13×10箇

ユ.2ユ×工06

ユ.ユ4×10箇

�㈴�〶

ユ247

12全7

��

��

���〴

���〴

���〴

���〴

5.25×1Oi壬

5.25×1O岳

�㈶�そ�

5.29×ユ014

��

(参)O.86
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��

��

��
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ユO.2

��

ユ3.1

㌱

㌵

㌵

㌵

���
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2.64×1O■3

3,19×ユ0■ヨ

2.11×10■3

3.06x10■ヨ

��

��

��

��

*1ρd:標準ガラスの誘導核分裂トラック密度(n/cm2)

*2年代価丁=5.96xl〇一島xφxΣNs似Ni=ζxρd×ρs/ρi

*3誤差ε={(1/凧)2+(1/耐)!十(エノ灰)2}1/2xi00(%)

*{r1結晶ごとの自発･誘導トラック震度(ρs,ρi)の相関係数

*5ウラン濃度U=5×1O1o×ρiノ¢(ppm,但し.ジルコン結晶中でエッチングされる最大飛跡長を12μmと仮定する)

熱中性子線量測定用標準ガラス:NBSSRM612

湖Uの自発核分裂壊変定数:λf=7.03xi0一"(i/yrs)

熱中性子の糊Uに対する核分裂反応断面積:σ=577×iO■24(cm2))

湖Uの湖Uに対する同位体比:I=7,253xiO一ヨ(2ヨ5U/醐U)

Bf直:B!6.23×i09(φth=Bxρd)

ζ(｡eta値):C却ib.ati㎝facto｡(弊社採用値)ζ=φthxτfxI/ρdxλf=BxσfxIノλf二3刀�

淫
o

第1表　つづき

地層名 示標テフラ層名 特　　徴（主要調査地域） 層厚 年代 給源 備　　　考

木　　村 1985 下ロ
部1

大ム
町層

APm－3 直下に紫灰色細粒火山灰層を伴う

APm－2 2つの降下単元に分けられ，下半部は，結晶質，上半部は軽石質

APm－1 最も結晶質で，中位に，灰色細粒火山灰層を挟む

花岡・豊

野団研グ

ループ

1985 バト

イロ
オ1

タム
ィ層

qB4
qB3
qB2
qB1

三水ローム層（中期更新世下部，22～27m厚）上に不整合でのる暗褐
色風化火山灰（バイオタイト・一ム層）に挟まれる結晶火山灰で，黒雲

母，高温石英を含む．特にqB2中の黒雲母，q恥中の石英が顕著で
ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長野盆地北部）

（Bi：黒雲母　Q声：石英　1》1：長石　Ho＝普通角閃石　grHo：緑色角閃石　Au：普通輝石　Hy：紫蘇輝石　Zi：ジルコン　OP（Mg）1不透明鉱物（磁鉄鉱））

第2表　各試料ごとのフィッション・トラック年代値一覧表（年代値と誤差算出法はGREEN，1981による）
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自発核分裂飛跡 誘導核分裂飛跡 熱中性子フルエンス

試　　料　　名 鉱物名　総数　　密度ρs
　　　　ΣNs　　　＝。ΣNs／2写s

　　　　（t）　　（t／cm2）
蟹環轟驚ρ脚熱中暫線量
（t）　　（t／cm2）　　（n）　　（n／cm2）　　（n／cm2）

　　　　　　誤差（＊3）　　　　　相関係
年代値（＊2）　　　　　　結晶数　数（＊4）　結晶面積

　　　±ε・T　±ε
T　　　　　　　　　　　　n

（Ma）　　（Ma）　（％）　　（粒）
r S

（cm2）

HK－01（No．3．17．24．33除去）　Zircon　66　　2．50×104　2974　1．13×106　1247　8．43×104　　5。25×101蛋

HK－01（全粒子）

HK－02

HK－03

Zircon　　106　　　3．32×10些　　3858　　　1．21×106　　1247　　8．43×104

0．69　　0．09　　12．8　　　　31

5．25×104　（参）0。86　0．09　10．2　　35

Zircon　　　48　　　2。28×104　　2404　　　1．14×106　　1250　　8，44×104　　　5．26×1014

Zircon　　　62　　　2．02×104　　3795　　　1．24×106　　1256　　8．49×104　　　5．29x101些

0．63　　0，09　　　14，8　　　　35

0．52　　0．07　　13．1　　　　35

0．591　　　2．64×10－3

0．449　　　3。19×10－3

0．614　　2．11×10－3

0．287　　　3．06x10－3

　　　　　　刈
　　　　　　覚
　　　　　　羊

ウラン（＊5）　　O

　　　　　　刈　濃度　　　眠

　u　　　　　受
　（ppm）　　　受

　　　　　　山
　107　　　　K

115

108

117

＊1ρd；標準ガラスの誘導核分裂トラック密度（n／cm2）

＊2年代値　丁＝5．96xlr8×φxΣNs／．ΣNi＝ζxρd×ρs／ρi

＊3誤差　ε＝｛（1／瓜「）2＋（1／函）2＋（1／厩「）2｝1／2×100（％）

＊4r＝結晶ごとの自発・誘導トラック密度（ρs，ρi）の相関係数

＊5ウラン濃度　U＝5×1010xρi／¢（ppm，但し，ジルコン結晶中でエッチγグされる最大飛跡長を12μmと仮定する）

熱中性子線量測定用標準ガラス：NBS　SRM612
238Uの自発核分裂壊変定数：λf＝7．03×10－17（1／yrs）

熱中性子の235Uに対する核分裂反応断面積：σ＝577×10－24（cm2））

235uの238Uに対する同位体比：1＝7．253×10－3（235u／238u）

B値：B＝6，23×109（φth＝BXρd）

ζ（zeta値）：Galibration£actor（弊社採用値）　ζ＝φthxσfxI／ρdxλf＝B　xσf×1／λfニ371
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第2図年代測定試料採取位置図(国土地理院発行5万分の1地形図｢大町｣の一部)

第3表

��

自発核分裂片飛跡数(Ns)のヒストグラム

(C1)(2):HK02(C2)(3):HK03(Cヨ)

(1〕:HKO1

Tracks�CrainS�Hist09ra回*･19rains
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た.なお試料の熱中性子照射は,武蔵工業大学原子力研

究所(TRIGA皿型炉,照射溝)にて行った.以下に測定

結果(第2及び3表)を示すが,試料名HK-01,HK-02

及びHK-03は,各々,C1,C2及びC3を表わす.

亘K-01(c1)(GsJR37665)

本試料は淡桃色で自形性の良い大量のジルコン結晶を

含むが,自彩性は良いものの濃い桃色の結晶も約5%程

度含まれる.全測定粒子36個(実際には状態不良のNo.

6は除く35個)の1粒子ごとの自発及び誘導の平均トラ

ック数はNs=3.03,Ni=110.2である､瓦値が小さいた

め,各粒子ごとの自発及び誘導トラック数の相関性

(N｡一Ni,第5図(1))や自発及び誘導トラック数の相関性

(ρs一ρi,第6図(1))は悪く,粒子年代丁もぼらつく(第

3図(1))のは当然であろう.ただし,第4図(1)に示され

るρi値は各粒子のウラン濃度に比例し,一般に均一試

料では対数正規分布をするといわれている.この点から

みれば本試料のρi値のまとまりは比較的良好で均一試

料の可能性が高いと言えよう.

さて結晶1粒子ごとの年代一覧表(第5表)をみると,

Nsや結晶面積Sの大きな粒子が目立つ.このうちNo.

17及びNo.33の2粒子は桃色で他粒子と明瞭な差があ

り,粒子年代も他と比較して古い.そのためこれら2粒

子は外来性の異種年代粒子の可能性が高いとして除外L

た｡かつNs=8をもつNo.3,No.24粒子も,異種年代

粒子ではないが,偏りの強いデｰタをもつものとして除

外Lてρo検定(横山ほか,i984)を行うと,λ2検定によ

る有意水準が97.5-99%と極めて良好な結果が得られる(第

一270一�
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第2図　年代測定試料採取位置図（国土地理院発行5万分の1地形図r大町」の一部）

第3表

（1）

自発核分裂片飛跡数（Ns）のヒストグラム

（C1）　（2）：HKO2（C2）　（3）l　HKO3（C3）

（1）：HKO1

Tracks Grains H　istogra皿　　　　　零　＝　1　　9ra　lns

0 4 　の
『P噌」

1 7 噌図蟹』」い夢嘩学
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4 3 舶
P
轡

5 2 ？

6
7
8
9

10
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た．なお試料の熱中性子照射は，武蔵工業大学原子力研

究所（TRIGA丑型炉，照射溝）にて行った．以下に測定

結果（第2及び3表）を示すが，試料名HK－01，HK－02

及びHK－03は，各々，C1，C2及びC3を表わす．

HK－01（C1）（GSJ　R37665）

　本試料は淡桃色で自形性の良い大量のジルコン結晶を

含むが，自形性は良いものの濃い桃色の結晶も約5％程

度含まれる．全測定粒子36個（実際には状態不良のNo．

6は除く35個）の1粒子ごとの自発及び誘導の平均トラ

ック数はNs＝3．03，Ni＝110．2である．Ns値が小さいた

あ，各粒子ごとの自発及び誘導トラック数の相関性

（Ns－Ni，第5図（1））や自発及び誘導トラック数の相関性

（ρs一ρi，第6図（1））は悪く，粒子年代丁もばらつく（第

3図（1））のは当然であろう．ただし，第4図（1）に示され

るρi値は各粒子のウラン濃度に比例し，一般に均一試

料では対数正規分布をするといわれている．この点から

みれば本試料のρi値のまとまりは比較的良好で均一試

料の可能性が高いと言えよう．

　さて結晶1粒子ごとの年代一覧表（第5表）をみると，

Nsや結晶面積Sの大きな粒子が目立つ．このうちNo．

17及びNo．33の2粒子は桃色で他粒子と明瞭な差があ

り，粒子年代も他と比較して古い．そのためこれら2粒

子は外来性の異種年代粒子の可能性が高いとして除外し

た．かつNs＝8をもつNo．3，No．24粒子も，異種年代

粒子ではないが，偏りの強いデータをもつものとして除

外してρo検定（横山ほか，1984）を行うと，κ2検定によ

る有意水準が97．5－99％と極めて良好な結果が得られる（第

一270一



大町テフラ層下部層に挾まれるクリスタル.

アッシュのフィッション｡

トラック年代(加藤磧一･檀原徹)
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度

第3図

㈰
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�

THi･t･㈹冊011

㈳

���

��

結晶エ粒ごとのみかけ年代(･)のヒストグラム

6表)を除く(･):･…(･｡)(･)1弧｡｡(｡ヨ)

�

頻

度

㈰

�

�

��

('〕:HK･1(･j),･州第･表)を除く

THi･t･㈹[HK031

1･O1.52.O

���

��

(2)=HK･1(･1)･･…,･,〃,･･及び｡｡(第
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大町テフラ層下部層に挾まれるクリスタル・アッシュのフィッション・トラック年代（加藤碩一・檀原　徹）

頻
度
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THlstogram［HKO3］
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　　　T　（図a）

（2》

4 0 O．5 1．0　　　1。5
　　　　T　（図a）

（4）

2．0

第3図 結晶1粒ごとのみかけ年代（T）のヒストグラム

6表）を除く　（3）＝HKO2（C2）　（4）＝EKO3（C3）

（1）：HKO1（C1），No。6（第6表）を除く　（2）l　HKO1（C2），N・．3，6，17，24及び33（第
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第4図結晶晦1の鱒11ツ1密勅､のピストわム

一(4)は窮･図の説明と肌
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大町テフラ層下部層に挾まれるクリスタル･アッシュのフィッシ目ソ･

トラック年代(加藤碩一･檀原徹)

実線の方程式

���㈷�

破線の方程式

��������

相関係数

爽���

標準偏差

sy監;2,557

寄与率昌26.6(晃)

�

�

㌰

㈰

�

実線の方程式

���㈰�

破線の方程式

Hs;0.0ユ9Hi+01077

相関係数

r目0,557
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�����

寄与率=31.0(男)

�

㈰
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��〰㌰〴〰�　

��

�

����

��

�

㈰　

実線の方程式

���㈲�

破線の方程式

乳�������

相関係数

爽���

標準偏差

syx=1.15ユ

寄与箪≡33.1(完)

�

㈵

㈰

�

�

粒子番号5

No.3172433を除く

実線の方程式

乳����

破線の方程式

Ns=0.Oユ7Hi-0.ユ24

相関係数

爽���

標準偏差

���㌲　

寄与率=28.0(%〕

�

㈵

㈰

�

ユ0

����㈰��

�

��

����

��

㈰　

服

㈵　

第5図

自発トラック数(Ns)と誘導トラック数(Ni)の相関11)一(4)は第3図の説明と同じ
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���
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(㎝'2)

�

���
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��㌀
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���
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爽���
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��〶㈵
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��
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�����
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�����

���

��漉

��漉

������

��漉

���
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������
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��漉

���

�����相関係数r=O.591寄与率=35.O(電)
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���
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第6図

����
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���

ρS
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��

1x1◎0251x107
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���

���｡｡ε�

���

���
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��

自発トラック密度(ρs)と誘導トラック密度(ρi)の相関(1)一(4)は第3図の説明と同じ
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大町テフラ層下部層に挾まれるクリスタル･アッシュのフィッショントラック年代(加藤磧一･檀原徹)

3表(1)及び第4表(1)).したがって,上述の4粒子と状

態不良粒子を除いた残り31粒子のΣNs/ΣNi比から年代

償丁=0,69±O.09Maを算出し,報告値とする.

なお全測定粒子35個のΣNs/ΣNi比からは年代伯丁=

O.86±O.09Maが得られ,参考までに付記する.

HK-02(C2)(G靱R37666)

本試料は薄淡桃色で自形性の良い大量のジルコｰソ結晶

を含み,自形性･色調･晶癖の均一性が高い試料であ

る.

1粒子ごとの自発及び誘導の平均トラック数はNs=

1.37,Ni=68.7で,前試料と同様にNs-Niやρs一ρi相関

性及び粒子年代丁のまとまりは悪い(第3図(3),第5図

(3),第6図(3)).このためρo検定を行うと,有意水準

20-25%が得られる(第3表(2),第4表(2)).したがっ

て,全測定粒子はほぼ同一起源に属するものと判断L,

35個のΣN./ΣNi比から年代価丁=0.63±0.09M｡を算

出した.

��㌨����㌷��

本試料はほぼ無色透明で自形の良い大量のジルコン結

晶を含み,自彩性･色調･晶癖の均一性が高い試料であ

る.

1粒子ごとの自発及び誘導の平均トラック数はNs=

1.77,Ni=108.4で,Ns-Niやρs一ρiの相関性や粒子年代

丁のまとまりは悪い(第3図(4),第5図(4),第6図(4)).

このためρo検定を行うと,有意水準10-20%が得られ

る(第3表(3),第4表(3)).有意水準がやや低いきらいが

あるが,肉眼的には粒子の均一性は非常に高いと判断さ

れるところから,全測定可能粒子35個のΣNs/ΣNi比か

ら年代償丁=O.52±O.07Maを算出した.

5.考察と問題点

従来報告されているクリスタル･アッシュのフィッシ

ョン･トラック年代は,塩川団研グルｰプ(1970)による

ものが唯一である､その中で島誠の測定によるジルコン

のフィッション･トラック年代が非公式･予備観察とし

て皿1(600,OOOyB.P.),B2(450,000-500,000yB.P.)及びB3

(300,000yB.P.)と報告されている.しかし,測定方法や

詳細なデｰタが未公表であり,今後議論の対象どたり得

ない.仁科(1982)は,これに対してC2(B2)とC3(B3),

特にC3は層位学的に見て値が小さすぎるとL,いずれ

にしても,クリス,タル･アッシュの絶対年代は50-60万

年とみるのが妥当で,その降灰期は中期更新世の初めで

あると考えた.

一方,町田(1977)は,具体的た根拠は示していないも

のの,恐らく南関東地域のテフラとの広域的対比から

B1一遇3を約30万年前と推定レている.第1表のように,

他の研究者は,両二老のいずれかを引用するにとどまっ

ている.今回の結果,最下部のクリスタル･アッシュ

(Ci)の年代値O.69±0.09Maを採用するならば,中期更

新世最初期を示す有効た示標テフラということにたる.

一方,近年,早津･新井(1980,i981)により,クリス

タル･アッシュが妙高東麓に分布する極海軽石層,及び

飯山地域や津南地域中津州右岸に分布する美穂軽石層に

対比されている.この対比が確実ならばクリスタル･ア

ッシュは津南地域の最高位段丘面である谷上面上にのる

谷上原一ム層中に挟まれることになる.新潟火山灰グル

ｰプ(1981)は,十日町地域当間山北西斜面で,谷上ロｰ

ムの下位に不整合で中期更新世と推定Lた鷹羽ロｰム層

(厚さ工.4m+)が分布することを報告している.また,

長野盆地北部において花岡･豊野団研(1985)は,飯縄火

山起源と考えられる中期更新世の三水ロｰム層(厚さ27

m)の上位に,不整合でクリスタル･アッシュがのるこ

とを報告している.このような地形面及び層序的位置関

係からは,極海･美穂軽石層及びそれに対比されるクリ

スタル･アッシュが中期更新世最初期とは言いきれな

い.また,早津一新井(1980)によれば,AエPm中の斜方

輝石の屈折率(･)=1,735～1,737,角閃石の屈折率(n2)=

1,687～1,695に対して,A2Pmでは,(r)=工.732～工.735,

(n2)=i.688～1,694でジルコンはずんぐりした短柱状,

A3Pmでは同じく,(r)=1,731～1,734,(n2)=工.688～

1,693である.これらを検討するとA2Pm,A.P血の各屈折

率は近似するが,A1Pmは特に斜方輝石の屈折率が他の

2者よりも若干高い.また,AlPmのジルコンの形状は

必ずしも短柱状のものが卓越するようには見えない.更

に肉眼的た色調を比較すると明瞭な差違がある.すなわ

ち,AlPmのジルコンは淡桃色であるのに対して,他の

二老のそれは無色透明又はそれに近く容易に識別でき

る.これらのことから,従来クリスタル･アッシュとし

て一括されてきた3枚のAPm層は,含有鉱物の性質や

年代値からみて,最下部のAiPmと,A2Pm･AヨPmのグ

ルｰプに二分される可能性がある.これが,給源の違い

を示唆するか否か即断できないが,改めてその分布等を

検討する必要があろう.

したがって,極海軽石層がクリスタル･アッシュに対

比される(早津･新井,1980)としても,AlPmの可能性

は少ない.

小池ほか(1985)は,栃木県北東部喜違川丘陵に分布す

る下野火山灰層最下部の喜連川ロｰム層に含まれる黄褐

色法師峠黒雲母火山灰層について,ジルコンによるフィ

ッション･トラック年代を報告している.このジルコン
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第5号)

第4表Poも害｡n検定

(C呂)

(1〕:HKOi(C』)

(2〕:HK02(C2)(3):HK03

第5表

HKO1(C1)の結晶1粒ごとの年代一覧表

��､''皿=2.129��

n�㎞�Kn/Σ㎞�f面n�mnXΣ

伉�������㌮�
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平均飛跡数:皿･ΣNs/Σ㎞全飛跡数:ΣNs･66

1粒子当りの飛跡出現数1n平均値/分散:〃靖･1,074

n値の飛跡をもつ結晶数:Kn自由度:リ･4

全結晶数:Σ㎞･31x2値:x2･O.3346

x2検定による有意水準97.5晃～99.O完

��､`一皿=1.371��
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No.:結晶番号Ns1自発トラック数Ni:誘導トラック数丁:結晶ユ

粒ごとのみかけ年代S1結晶面積ρs:自発トラヅク密度ρi:誘導トラ

ック密度

飛跡数H個の結晶出現頻度(理論値)f皿(n)･(皿n/n!)xe'団

平均飛跡数:脹ΣNs/ΣKn全飛跡数;ΣNs･62

1粒子当りの飛跡出現数:n平均値/分散:y砥･O.733

n個の飛跡をもっ結晶数:Kn自由度:ツ･4

全結晶数:Σ㎞･35x2値:x2･6.6599

x2検定による有意水準10.O%～20.O瑳
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大町テフラ層下部層に挾まれるクリスタル･アッシュのフィッション'

第6表HK02(C2)の結晶1粒ごとの年代一覧表第7表

トラック年代(加藤磧一･檀原徹)

HK03(C3)の結晶ユ粒ごとの年代一覧表
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地質調査所月報(第38巻

は,粗粒･長柱状でほぼ均一な晶癖をもち,形態上,同

一起源に属する可能性が高くO.83±0.07M｡と年代が算

出された.なお,幾つかの測定結晶中に見掛げ上自発核

分裂飛跡の短かいものがあり,若干若くなる可能性があ

る.ちなみに0≦T≦1.2Maの年代値を示す粒子の

ΣN･/ΣNi比からは0,69Maの年代値が算出される.こ

れがAエPmに対比できるかどうか更に検討が要される

が,中期更新世最初期の黒雲母を多量に含むクリスタル

アッシュ類似層が分布することは注目される.

なお,日本地質学会第93年学術大会(1986)の討論会

r100万年前より新しい試料の地質年代測定｣で模式地に

おいて採取されたクリスタル･アッシュ(Cl)が年代測

定のブラインドテストに用いられた.当テストにおける

筆者の一人,檀原の測定結果は,0.82±O.12Maであ

り,短縮トラックの存在等から,若干若返ることを考慮

すると今回の測定結果を強く支持するので,筆者らは,

最下位のクリスタル･アッシュ(A1Pm,Bi,Cl)の年代

は,中期更新世最初期であることを主張する次第であ

る.

A2Pm(C2)及びAヨPm(C3)はO.5-0.6Maを示し,仁科

(1982)の見解を支持するが,極海軽石層や美穂軽石層に

対比されるか否かは,なお検討を要する.C｡について

は,いまだその実態が明らかではなく年代については今

後の問題である.
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